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 This study examines students’ experience of anxiety and enjoyment during foreign language activities in a Japanese 
elementary school. We assumed that students’ goal orientations and the experience of English learning outside the 
classroom have an impact on their anxiety and enjoyment, and in turn, influence their learning behavior in class. The 
participants were 123 students in a public elementary school. They were asked to respond to a questionnaire on goal 
orientation, anxiety, enjoyment, and learning behavior in class, as well as attendance at English prep schools and an 
English conversation schools. The results show that students’ level of anxiety can be predicted from performance goal 
orientation, while the degree of performance goal orientation helps predict their positive use of recalling strategies, 
in order to avoid experiencing negative feedback from others. The results also suggest that we can predict students’ 
positive use of strategies from learning goal orientation. In addition, students’ English learning experience outside the 
classroom helps decrease fear of making mistakes in class and facilitates their use of recall strategies. When we are 
designing the curriculum and teaching plans for foreign language activities, more considerations are needed of the 










































































































































































































































1 2 3 4
学習目標
G1新しいことを知ることができるから 3 5 4 27 24
G2できるようになることがおもしろいから 3 4 7 26 23
G3今勉強していることが，つぎの勉強に役立つと思うから 3 4 5 22 29
現実的な遂行目標
Pa1よい成績をとりたいから 4 6 5 14 35
Pa2テストでよい点をとりたいから 4 5 6 11 38
Pa3良い学校に入学したいから 3 11 8 20 21
評価に関する遂行目標
Pb1友達にバカにされたくないから 2 19 13 14 14
Pb2友達に注目されたいから 1 38 17 3 2





の間 0 4 26 30
S2授業中は，できるだけたくさんのことをおぼえようとして
います
3 0 8 28 24




4 5 7 17 31
S5授業で新しいことを学ぶ時は，前に習ったことを思い出す
ようにしています
3 4 14 30 12
S6今習っていることが，先生が前に教えてくれたことに似て
いると思うことがある
3 8 19 23 10
不安
A1授業中，英語を話すときに，きんちょうする 3 13 9 16 22
A2授業中，英語の意味がわからないときに，不安になる 3 13 15 16 16


















1 2 3 4
学習目標
G1新しいことを知ることができるから 3 6 11 24 22
G2できるようになることがおもしろいから 3 2 11 24 26
G3今勉強していることが，つぎの勉強に役立つと思うから 4 2 7 22 32
現実的な遂行目標
Pa1よい成績をとりたいから 3 4 7 23 29
Pa2テストでよい点をとりたいから 3 3 8 23 29
Pa3良い学校に入学したいから 2 17 17 15 14
評価に関する遂行目標
Pb1友達にバカにされたくないから 2 26 13 12 12
Pb2友達に注目されたいから 1 47 12 2 2




3 4 5 30 24
S2授業中は，できるだけたくさんのことをおぼえようとし
ています
3 2 7 24 30




3 6 9 22 26
S5授業で新しいことを学ぶ時は，前に習ったことを思い出
すようにしています
3 5 13 28 17
S6今習っていることが，先生が前に教えてくれたことに似
ていると思うことがある
3 8 15 24 16
不安
A1授業中，英語を話すときに，きんちょうする 3 15 17 16 15
A2授業中，英語の意味がわからないときに，不安になる 2 15 17 16 15






いて 3項目（G1 ～ G3），現実的な遂行目標につ
いて 3  項目（Pa1 ～ Pa3），評価に関する遂行目










解方略（S1 ～ S3）を 3項目と，授業中に既習事




































































楽しい 楽しくない 楽しい 楽しくない
男子　　　　28 （1） 4 （0） 男子　　　　　29 （7） 5 （1）

































S1 S2 S3 S4 S5 S6 A1 A2 A3 G1 G2 G3 Pa1 Pa2 Pb1 Pb2 Pb3
S1 - .42** .59** .30* .14 .20 .11 .03 .00 .16 .18 .23 -.04 .02 -.01 -.06 -.17
S2 - .55** .20 .47** .27 -.05 -.01 .02 .21 .22 .13 .21 .22 .10 -.01 .05
S3 - .29 .39** .34** .14 .05 .06 .12 .27 .30* -.01 .08 .00 -.05 -.11
S4 - .23 .38** -.18 -.26 -.26 .20 .26 .15 .13 .12 -.09 -.01 -.04
S5 - .46** .21 .18 -.02 .11 .19 .45** .17 .14 .36** .21 .11
S6 - .03 .00 .04 -.01 .31* .21 .02 .01 .16 .06 .15
A1 - .62** .42** -.13 .09 .19 .02 .05 .12 .12 .16
A2 - .54** -.06 -.05 .25 -.04 .01 .34** .22 .29
A3 - -.08 -.17 .02 -.01 .00 .30* .16 .24
G1 - .31* .52** .45** .42** .11 -.12 -.05
G2 - .34** .42** .43** .03 -.16 -.06
G3 - .34** .33** .21 -.04 .04
Pa1 - .88** .20 -.18 .24
Pa2 - .21 -.22 .21































































（r = .30, p<.05）と，「授業で新しいことを学ぶと
きは，前に習ったことを思い出すようにしていま
す（S5）」（r = .45, p<.01）という方略を使ってい
ることが分かった。一方，「友達にバカにされた
くないから（Pb1）」と感じている児童もこの方





























約14％（r 2 = .141）が説明でき，得られた回帰式





塾の有無で不安の分散の約13％（r 2  = .129）が説







不安（A2） r 2 = .141 不安（A3） r 2 = .129
β F p β F p
性別 .142 2.614 .109 .049 .296 .587
楽しさ .032 .139 .871 .152 2.983 .055
通塾 .142 2.628 .077 .293** 11.126 .000
遂行目標（Pb1）  .290** 10.870 .000 .124 1.898 .155
　　　Table 6 カテゴリカル回帰分析の結果 （n = 123）
　　　*p<.05, **p<.01

















説明でき（r 2  = .101），得られた回帰式が有意（F 















測する回帰式は有意（F = 3.735, p =.001）であっ
たが，「楽しさ（β= -.360）」のみが有意であった。













25％（r 2= .252）が説明できた。回帰式が有意（F 





ころ，回帰式は有意（F = 3.082, p =.005）で，通
塾と「できるようになることがおもしろい（G2）」
の係数が有意であった。分散説明率は約16％（r 2  
































方略（S3） r 2 = .185 方略（S5） r 2 = .252 方略（S6） r 2 = .158
β F p β F p β F p
性別 .145 2.872 .061 .102 1.512 .225 .100 1.340 .249
楽しさ -.360** 18.178 .000 -.079 .907 .407 -.003 .001 .999
通塾 -.123 2.017 .138 -.046 .292 .747 -.306** 12.559 .000
学習目標（G2） .238** 7.200 .001
学習目標（G3） .141 2.640 .107 .398** 21.903 .000
遂行目標（Pb1） .215** 5.367 .002
従属変数
独立変数
楽しさ r 2 = .101
β F p
学習目標（G2） 　-.142** 9.591 .000
不安（A2） 　.157** 3.203 .076
　　　　　　　　　Table 7　カテゴリカル回帰分析の結果 （n = 123）
　　　　　　　　　**p<.01
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